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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、福島県の海面および内水面に生息する魚類の生態特性に応じた放射
性セシウム（Cs）汚染実態の解明を目指すともに、本研究の成果を国内外に公表し、風評被害の払拭など、科学
的根拠に基づく福島県の漁業再生に資することである。魚類の調査結果として、近年、海産魚類のCs濃度が一様
に低いことを明らかにした。一方、原発周辺の渓流域や貯水池に生息する淡水魚のCs濃度が依然として高く、淡
水魚では、食物網を介したCsの取込が継続している実態を明らかにした。研究成果を学術論文や講演会等で還元
するとともに、漁業復興に関わる協議に加わり、海産魚類の出荷制限の全種解除など、福島県の漁業復興に寄与
した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to elucidate the radiocesium contamination 
mechanisms of marine and freshwater fish, and to contribute the restoration of Fukushima’s 
fisheries based on the scientific knowledge disseminated through scientific papers, international 
conference and local dialogue meeting etc. This study has revealed that radiocesium concentrations 
in marine fish were constantly low, while those in freshwater fish inhabiting water bodies near the 
Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant were still extremely high in terms of Japanese food safety 
standard. Continuous radiocesium uptake through food web were inferred to be the primarily cause of 
the higher radiocesium contamination levels in freshwater fish.
The obtained results were frequently disseminated through international journals, local dialogue 
meetings, and discussions at the Fukushima’s local fisheries restoration council, which have 
contributed the restoration of Fukushima’s fisheries.

研究分野：水産学、魚類生態学、水圏放射生態学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
福島原発事故に伴い放出された放射性セシウム（Cs）による海水魚および淡水魚の放射能汚染の影響は長期化し
ており、各種の生態特性に応じたCs汚染メカニズムの解明に基づく福島県の漁業復興が関連業界や学術界から求
められている。本研究では、近年、海産魚類のCs汚染レベルが一様に低いことを示した。一方、原発周辺の渓流
域や貯水池に生息する淡水魚のCs濃度が海水魚に比べて依然として高く、淡水魚では、食物網を介したCsの取込
が継続している実態を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2011 年 3 月に発生した東京電力福島第一原子力発電所（以下、原発）の事故に伴い、大量の

放射性物質が大気中および沿岸海域に放出され、周辺海域に生息する魚介類から放射性セシウ

ム（134Cs および 137Cs、以下 Cs）に汚染された。福島県の漁業は、その影響を大きく受け、現在

においても海面・内水面ともに一部を除き操業休止を余儀なくされている。 

福島県の海域では、モニタリング結果を基に、2012 年 6 月から試験操業（本格操業に向けた

情報を得るための小規模な操業と販売）が実施され、対象種の増大および対象海域の拡大化が図

られてきた（和田 2015）。モニタリング検査における魚介類の Cs 不検出（約 10Bq/kg 未満）の

割合は増加する一方、基準値（100 Bq/kg）を超過する割合は著しく低下しており、今後も試験

操業の拡大が期待できる（Wada et al. 2016a）。海面では、福島第一原発港内に生息する底魚類

の Cs 濃度が依然として高く、これらの移動の予測が困難であることが残された課題である。今

後、科学的根拠に基づく安全・安心な福島県の海面漁業の再生を目指す上で、漁業復興プロセス

の国内外への適切な公表、ならびに Cs に汚染された底魚類の魚種ごと移動生態の解明が必須で

ある。 

一方、生理的特性により体内に塩類を蓄積しやすい内水面魚類では、海面魚類に比べて Cs 不

検出の割合が低く、アユやヤマメ、コイなど主要魚種が複数の水域において出荷制限指示の対象

となっている。特に、空間線量の高い地域では、基準値を超える個体が散見されており、食物連

鎖を通じた Cs汚染の継続が強く疑われている（Wada et al. 2016b）。また、帰還困難区域等、

原発周辺に生息する内水面魚類の Cs汚染状況は明らかにされておらず、地元の漁業協同組合（以

下、漁協）は漁業再開の目途すらつかない状況にある。従って、内水面魚類では、原発周辺を中

心とした河川・湖沼において、魚種ごとの食物連鎖を通じた Cs 蓄積メカニズムを明らかにし、

将来予測に役立てることが重要となる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、海面および内水面に生息する魚類の生態特性に応じた Cs 汚染実態の解明を目指

とともに、本研究の成果を国内外に積極的に公表し、科学的根拠に基づく福島県の漁業再生に資

することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 海面および内水面について主に福島県のモニタリングデータを解析し、魚種ごと、水域（海域）

ごとの特徴を明らかにした。また、海面では、福島県の沿岸海域において調査船により採捕され

た底魚類を中心とした魚類の Cs 濃度を明らかにした。内水面では、帰還困難区域を含む原発周

辺の河川、湖沼、灌漑用ため池において採捕された魚類の Cs 濃度を明らかにした。得られた結

果をもとに、海水魚、淡水魚の Cs汚染の現状や推移を明らかにするとともに、Cs 汚染メカニズ

ムを検討した。 

 得られた成果を国内外の学会や、地域住民向けのセミナー等で積極的に周知するとともに、成

果の一部を国内外の学術誌に公表した。 

 また、福島県地域漁業復興協議会の委員として福島の漁業復興への討議に参加した。 

 

４．研究成果 

 

 福島県の海面及び内水面のモニタリングデータを解析し、魚種ごと、水域ごとの Cs 濃度の推



移（生態学的半減期）を明らかにするとともに、漁業復興の現状と課題について報告した（信濃・

和田 2019）。以下、得られた成果の代表例を示す。 

福島県の海域（福島第一原発から 6.3～54.5 km）および淡水域（渓流域とため池：同 1.4～

71.6 km）の複数の調査地点において（図 1）、2015～2016 年に採集された海水魚（7種 50個体）

および淡水魚（6種 463 個体）を測定・比較分析した結果、海水魚（すべて底魚類）では魚種や

調査地点に関わらず Cs濃度が一様に低いのに対し（0.234～3.41 Bq/kg）、淡水魚では調査地点

ごとの Cs濃度の違いが非常に大きく（4.09～25600 Bq/kg）、特に帰還困難区域内に生息する魚

種のうちサイズの大きな個体で Cs 濃度が高いことを明らかにした（特に、渓流域のヤマメやイ

ワナ、ため池のオオクチバス）（図 2）。各水域における水質や餌生物、魚種ごとの生理生態特性

を加味し、海水魚と淡水魚の Cs 汚染メカニズムの違いを検討した。海水魚では、餌生物の Cs 濃

度の低下と Cs を排出しやすい生理的メカニズムが Cs 濃度の低下の主な要因と考えられた。一

方、淡水魚のうち、ため池に生息する魚種（コイ、フナ類、オオクチバス）では水域内での食物

連鎖を通じた Csの取込みと環境水中のカリウムイオン濃度が、渓流域に生息する魚種（ヤマメ、

イワナ）では餌生物（主に昆虫類）を通じた森林生態系とのつながりが、各魚種の Cs 濃度に影

響を及ぼす可能性を示した（Wada et al. 2019）。 

 また、内水面で重要な漁業対象種であるアユの Cs 濃度の地域差と季節変動を明らかにするた

め，福島県の沿岸域（2014 年 3月）及び 7河川（同年 5－10 月，2河川は避難指示区域内）で採

集されたアユの測定を行った。頭部と内臓を除いた部分の 137Cs 濃度は，沿岸域の検体（標準体

長 4.3–6.7 cm）で検出限界値未満であった一方，河川の検体（6.4–18.8 cm）では 0.719–902 

Bq/kg であった（図 3）。頭部と内臓を除いた部分の 137Cs 濃度は頭部・内臓やホールボディーの
137Cs 濃度に比べて値が低いものの季節変動が少なく，各河川における放射性セシウムの汚染状

況を示す指標になり得ると考えられた（Morishita and Wada et al. 2019）。 

 以上をはじめとする魚類の生態特性に応じた Cs 汚染や漁業復興に係る研究成果を国内外の学

会や、地域住民向けのセミナー等で積極的に発表し、福島県の海面・内水面漁業復興への現状と

課題について周知した。 

 また、福島県地域漁業復興協議会の委員として福島の海面漁業復興への討議に参加し、2020 年

2 月の出荷制限魚種の全魚種解除など、試験操業の拡大化に寄与した。 

 

図１．福島県における魚類調査定点（上図黒点）。 
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図 2．各調査地点で採集された各魚種の全長と 137Cs 濃度の関係（縦軸と横軸はグラフ間で異な

ることに注意）。破線は、全長と 137Cs 濃度の指数関数式に統計的に有意な関係が認められた魚種

を示す。黒太線で囲まれたデータは、震災前に生まれた個体（5歳以上）を示す。 
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図 3．アユの調査地点（上）と各河川で採捕されたアユの頭部と内臓を除いた部分の 137Cs 濃度

（下）。 
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